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千
手
観
音
や
十
一
面
観
音
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
姿
の
観
音
像
が
あ
る
中
で
、

私
た
ち
と
同
じ
一
面
二
臂
の
姿
に
造

ら
れ
た
も
の
を「
聖（
正
）観
音
」と
呼

び
ま
す
。

　

町
指
定
文
化
財
「
木
造
聖
観
音
菩

　

立
像
」
は
、
榧
材
・
寄
木
造
の
聖

観
音
像
で
、
像
高
は
一
三
八
・
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
頭
部
は
髪
を

高
髷
に
結
い
、
精
巧
な
銅
板
製
の
宝

冠
と
冠
繒（
紐
状
に
下
が
る
飾
り
、片

方
を
欠
失
す
る
）を
つ
け
て
い
ま
す
。

眉
間
に
白
毫
相
を
表
す
面
部
は
、
頬

が
引
き
締
ま
り
、
玉
眼（
ガ
ラ
ス
製
の

眼
）が
鋭
く
光
っ
て
い
ま
す
。
体
部
に

は
条
帛
・
天
衣
・
裳
を
着
し
、
両
腕
に

は
釧（
腕
輪
）を
付
け
て
い
ま
す
。
左

手
は
左
腹
前
で
蓮
華
を
持
ち
、
右
手

は
掌
を
前
に
向
け
て
胸
前
に
立
て
て

い
ま
す
。
脚
部
は
か
る
く
膝
を
屈
し
、

右
足
に
重
心
を
か
け
、
左
足
を
僅
か

に
踏
み
出
し
て
蓮
華
座
上
に
立
ち
ま

す
。
製
作
当
初
は
漆
箔
仕
上
げ
で
光

り
輝
い
て
い
た
は
ず
で
す
が
、
現
在

は
素
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

製
作
年
代
は
、
南
北
朝
時
代
後
半

か
ら
室
町
時
代
初
め（
一
四
世
紀
末
頃
）

に
か
け
て
で
、頭
部
内
面
に
は「
佛
師

平
四
郎 
三
十
七
才
ニ
テ
作
」と
作
者

名
が
墨
書
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
像
は
、
明
治
年
間
に
千
葉
県
の

流
山
か
ら
迎
え
た
も
の
と
伝
承
さ
れ
、

現
在
も
三
軒
の
森
家
に
よ
っ
て
朝
日

観
音
堂
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。　
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寿
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恵

大
判
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フ
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薫
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今
瀬　

多
代
美

春
耕
の
土
生
き
て
を
り
山
青
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ま
ち
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珀
色
母
の
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の
春
慶
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入
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う
か
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多
蔵

親
に
似
ぬ
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い
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の
Ｄ
Ｎ
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車
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綾
子

田
の
中
で
俺
を
み
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め
る
蛙
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

 

飯
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孝
一

巣
籠
か
庭
の
ス
ズ
メ
も
少
し
減
り
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原　

清

ひ
と
や
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み
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い
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す
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の
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一
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川
添
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の
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々
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花
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昭
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花
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春
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信
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育
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梅
こ
ぼ
れ
牡
丹
は
崩
れ
桜
舞
う

花
散
る
さ
ま
も
豊
か
な
個
性

　
　
　
　
　

 

萩
谷　

登
喜
子

白
寿
の
母
天
に
送
り
て
見
る
花

は
青
空
の
色
そ
ぞ
ろ
身
に
沁
む

　
　
　
　
　

 

冨
田　

佐
智
子

半
世
紀
飼
い
た
牛
舎
空
に
な
り

虚
し
さ
い
っ
ぱ
い
老
の
悲
哀
を

　
　
　
　
　
　

 

薗
部　

光
子

　
ス
ポ
ー
ツ
の
後
の
休
息
楽
し
か
り

給
油
す
る
が
の
如
く
茶
を
の
む

　
　
　
　
　

 

杉
山　

み
ち
こ

道
の
辺
に
そ
っ
と
咲
き
競
ふ
す

み
れ
花
己
の
主
張
凜
と
語
り
ゐ

　
　
　
　
　
　

 

大
森　

久
子

竹
林
に
今
堀
り
上
げ
し
筍
の
み
づ

み
づ
と
い
の
ち
の
重
さ
伝
は
る

　
　
　
　
　

 
渡
辺　

千
紗
子

朝
な
さ
な
茶
水
を
供
え
香
を
た

き
先
祖
に
今
日
の
無
事
を
祈
る

　
　
　
　
　
　

 

所　

美
惠
子

初
桜
の
満
開
見
つ
つ
我
が
心
花

に
包
ま
れ
ふ
ん
わ
り
の
夢
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